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調査概要

◼ 目的：保険薬局における医薬品安定供給に係る実態把握のため
◼ 内容：全19問（小問含む設問数29）/ 選択式回答方式 / 回答所要時間約15分

 ①薬局の体制及び各種実績について（問１～問9 設問数12）
 ②高額医薬品の取扱いについて（問10 設問数2）
 ③医薬品安定供給への対応実態について（問11～問19 設問数15）

◼ 対象：保険調剤業務を取り扱う薬局として１年以上、運営している薬局の管理薬剤師 １薬局 1回答
◼ 方法：オンラインWEB調査 １薬局１回答
◼ 回答期間：2025年6月16日（月）～2025年7月11日（金）
◼ 回答数：4,877薬局
◼ 実施主体：一般社団法人日本保険薬局協会 薬局機能創造委員会
◼ 倫理審査：北海道医薬総合研究所倫理委員会 整理番号2025040

調査結果 Summary
近年、医薬品供給を取り巻く環境は大きく変化しており、供給の不安定化をはじめ、長期収載品への対応、在庫品目の増加、配送回数の減少、卸の
限定化、さらには夜間・休日対応の増加など、薬局現場では様々な課題が複合的に発生し、それらが継続的に業務へ影響を及ぼしている。
こうした背景を踏まえ、過去の調査結果に基づいて医薬品供給の課題により負担が生じている業務を類型化し、それぞれの負担状況を定量的に把握
するため調査を実施。その結果、すべての業務において平均負担感が「やや負担である（１点）」以上と評価され、特に「医薬品調達」および「患者対応
」において高い負担感が示された。また、医薬品供給の課題により生じる業務の1日あたりの平均対応時間は6.33時間、労働時間全体に占める割合は
13.44％と高く、業務負荷の大きさが明らかとなった。さらに、平均欠品率は3.62%、月あたりの平均欠品数は48.7件と試算され、欠品率が10％以上
と回答した薬局も7.4％（362件）にのぼった。これらの欠品は薬局に起因するものではないにもかかわらず、対応に要する労力・コストが発生している。
在庫管理においても、全医療用医薬品の平均在庫品目数は過去最多の1,420.7品目となり、後発医薬品の取扱いも増加している。加えて、最小包
装単位あたりの薬価が10万円以上の高額医薬品を在庫している薬局は65.3％、平均在庫品目数は4.19品目であり、これらの取扱いには「個別受注
管理」「期限管理」「不動在庫対処」「廃棄及び廃棄リスク」などの対応が負担となっている。
協会としては、薬局が地域住民に対して、引き続き安定的に医薬品および薬学的ケアを提供できる体制を維持・強化していくために、関係各所と連携し
、制度提言と実効的な支援の実現に取り組んでいく所存である。
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回答薬局数の都道府県分布
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地域連携 / 専門医療機関連携 / 健康サポート薬局
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◼薬剤師の配属数 (N=4,877薬局)

１薬局あたりの薬剤師配属数の平均値は3.58人。また、薬剤師１人あたりの月間受付回数の平均値は444.7回であった。
※１週間の勤務時間のすべてを勤務する者の数。32時間未満の者は32時間で除した数とする。
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中央値：500.0回
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◼薬剤師でない者の配属数 (N=4,877薬局)

１薬局あたりの薬剤師でない者の配属数の平均値は3.35人。また、薬剤師でない者１人あたりの月間受付回数の平均値は512.9回であった。
※１週間の勤務時間のすべてを勤務する者の数。32時間未満の者は32時間で除した数とする。
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※処方せん集中率とは、貴店の調剤基本料を算定する際の値とお考えください。
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地域支援体制加算 / 後発医薬品調剤体制加算
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回答時点に算定しているものを選択してください。※特別調剤基本料Aの場合は加算点数×0.1となりますが、届出している加算を回答ください。



12
Nippon Pharmacy Association All Rights Reserved

19 

174 

210 

332 

474 

1,900 

544 

383 

261 

362 

147 

71 

0 500 1,000 1,500 2,000

回答不可

600品目未満

600-800品目未満

800-1,000品目未満

1,000-1,200品目未満

1,200-1,400品目未満

1,400-1,600品目未満

1,600-1,800品目未満

1,800-2,000品目未満

2,000-2,500品目未満

2,500-3,000品目未満

3,000品目以上

(N=4,877薬局)

在庫品目数

(1.46%)

(3.01%)

(7.42%)

(5.35%)

(7.85%)

(11.2%)

(39.0%)

(9.72%)

(6.81%)

(4.31%)

(3.57%)

(0.39%)

中央値：1,200-1,400未満
平均値：1,420.7

回答時点で在庫している医療用医薬品数についてお伺いします。※規格違いはそれぞれ１品目としてください。
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216 

24 

69 

156 

269 

772 

1,049 

547 

426 

393 

346 

288 

127 

79 

52 

30 

34 

0 200 400 600 800 1,0001,200

回答不可

100品目未満

100-200品目未満

200-300品目未満

300-400品目未満

400-500品目未満

500-600品目未満

600-700品目未満

700-800品目未満

800-900品目未満

900-1,000品目未満

1,000-1,200品目未満

1,200-1,400品目未満

1,400-1,600品目未満

1,600-1,800品目未満

1,800-2,000品目未満

2,000品目以上
(N=4,877薬局)

(0.70%)

(0.62%)

(1.07%)

(1.62%)

(2.60%)

(5.91%)

(7.10%)

(8.06%)

(8.74%)

(11.2%)

(21.5%)

(15.8%)

中央値：500-600未満
平均値：691.7

◼後発医薬品の在庫品目数

(5.52%)

(3.20%)

(1.42%)

(0.49%)

(4.43%)

平均値は、600-800品目未満ならば700品目などとし、回答不可を除き計算。
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平均在庫品目数の推移
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高額医薬品の取扱い

最小包装単位あたりの薬価が10万円以上の医療用医薬品を在庫している薬局は65.3%、平均在庫品目数は4.19品目であった。

中央値：１～２品目
平均値：4.19品目

(N=4,877薬局)
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問.一箱（最小包装単位）あたりの薬価が10万円以上の医療用医薬品で、現在在庫がある品目数をお答えください。※規格違いはそれぞれ１品目と
してください。
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3,187 (65.3%)

平均値は、１～２品目ならば1.5品目などとし、回答不可を除き計算。
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配送に伴う費用負担（専用便、保冷資材、時間指定 等）

服薬フォローアップ

配送中の破損・紛失時などに備えた補償体制・保険対応

患者の残薬確認

理論在庫と実在庫の照合（定期的な棚卸、誤差管理）

薬価改定による在庫評価損

方法の確保（冷蔵、施錠 等）

該当患者の受診予定管理

廃棄及び廃棄リスク

不動在庫の対処（譲渡 等）

期限管理

該当医薬品の個別受発注管理 (73.5%)

(73.3%)

(69.2%)

(45.3%)

(67.4%)

(36.0%)

(36.7%)

(22.1%)

高額医薬品の取扱いにおいて、他の医薬品と比べて、注力していることや、負担となっていることとして、「個別受注管理」「期限管理」「不動在庫の対処」
「廃棄及び廃棄リスク」の順に回答が多かった。

問.高額医薬品の取扱いにおいて、他の医薬品と比べて、注力していることや、負担となっていることを教えてください。（複数回答可）

(N=在庫がある3,187薬局)

高額医薬品の取扱いにおいて、注力していることや、負担となっていること

(19.4%)

(11.0%)
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(10.7%)
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高額医薬品の取扱い × 立地形態 / 認定

N数
高額医薬品の品目数

（平均）
注力・負担項目の選択数

（平均）

立

地

形

態

病院前（500床以上） 198 17.46 5.95

病院前（200床以上500床未満） 416 10.18 5.41

病院前（200床未満） 510 3.99 4.54

診療所前 1,719 1.95 4.26

病院敷地内 105 10.46 5.52

診療所敷地内 57 2.49 4.53

モール型（医療ビル含む） 407 2.84 4.66

面対応 1,418 3.46 4.39

在宅医療特化型 47 1.67 4.79

認

定

地域連携薬局 1,676 5.10 4.89

専門医療機関連携薬局 73 17.87 6.79

健康サポート薬局 852 5.35 4.85

なし 2,900 3.62 4.38

全体 4,877 4.19 4.56
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271

242

130

798

243

37

27

586

74

98

1,876 

1,968 

1,572 

1,899 

1,646 

552 

460 

2,521 

1,024 

1,286 

1,382 

1,446 

1,657 

962 

1,453 

1,554 

1,487 

961 

1,619 

1,591 

1,312 

1,197 

1,501 

984 

1,474 

2,727 

2,896 

716 

2,150 

1,890 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関、処方医との連携（事前取決め、在庫情報共有、疑義照会 等）

患者ごとの選択肢や対応検討、他銘柄や代替品等の対応検討

医薬品の期限管理、不動在庫の対処（譲渡、廃棄 等）

医薬品の新規採用、卸との新規取引契約に係る業務

在庫確認、個別管理（高薬価等）、夜間･休日対応のための在庫管理

他卸への確認、他銘柄･代替品の供給確認

供給不安定品の製造･出荷状況に係る情報収集、卸の納品･欠品状況の管理

薬剤変更等に伴う服薬フォローアップ

欠品対応（お届け、郵送等）

必要な状況説明、専門的な解説、選択肢･差額の提示、問い合わせ対応

わからない 負担でない(0点) やや負担である(1点) かなり負担である(2点) とても負担である(3点)

過去調査に基づいて、類型化した「医薬品供給の課題により負担が生じている業務」の負担感は、すべての業務において負担平均が１点（やや負担で
ある）以上となり、中でも、「医薬品調達」「患者対応」に係る業務について、高い負担感が示された。

問.近年、医薬品供給不安定、長期収載品の選定療養に係る対応、在庫品目増、配送回数減少、卸が限定される医薬品増加、夜間･休日対応の
増加など、様々な課題が生じ、それらが複合的に重なり継続しています。医薬品供給の複合的な課題がなかった場合と比べて、業務の負担感を教えて
ください。回答者が把握されている状況に基づいて0～3の段階評価よりご回答ください。 (N=4,877薬局)

医薬品供給の課題により生じる業務の負担感

平均点 標準偏差

2.08

2.20

1.38

0.85

0.82

0.88

2.49

2.43

1.86

0.69

0.72

0.91

1.46

1.93

1.74

1.01

0.86

0.89

1.77 0.91

患者対応に係る業務

医薬品調達に係る業務

在庫管理に係る業務

薬学的管理に係る業務

(N=4,865薬局)

(4,867)

(4,784)

(4,870)

(4,870)

(4,816)

(4,643)

(4,860)

(4,853)

(4,841)

平均点は、「わからない」を除き計算。



18
Nippon Pharmacy Association All Rights Reserved

154

122

129

151

271

116

34

128

1,765 

1,242 

1,070 

1,465 

1,544 

1,721 

1,880 

1,721 

603 

879 

954 

751 

198

323

288

220

131

207

221

173

111

124

170

148

100

143

131

120

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

薬学的管理

在庫管理

医薬品調達

患者対応

わからない ほとんどない 約30分
約１時間 約２時間 約３時間
約４時間（0.5人分程度） 約４～８時間（0.5～1人分程度） 約８時間（1人分程度）以上

医薬品供給の課題により生じる業務の１日あたりの平均対応時間は6.33時間（約６時間20分）。その内訳は、「患者対応1.55時間」「医薬品調
達1.76時間」「在庫管理1.67時間」「薬学的管理1.33時間」であった。

問.医薬品供給の課題により生じる「患者対応」「医薬品調達」「在庫管理」「薬学的管理」、各業務に費やしている総労働時間について、直近1か月を振
り返り、1日あたりのおおよその対応時間にもっとも近いものをお選びください。複数の職員が関与している場合は、その合計時間を想定してご回答ください。

(N=4,877薬局)

医薬品供給の課題により生じる業務に費やしている１日あたりの総労働時間

平均時間 標準偏差

1.55

1.76

2.05

2.18

2.121.67

1.89

6.98

1.33

平均・標準偏差の算出：選択肢に記載された労働時間帯は、中央値や代表値により数値化した（例：「ほとんどない」＝0時間、「約4～8時間」＝6時間等、「わからない」は分析対象から除外）。さらに、労働
比率が100%を超える回答を削除した上で、P1～P99（1-99ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ）の範囲で外れ値を除外し、除外後のN=4,533の平均・標準偏差を算出した。

6.33(合計)
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医薬品供給の課題により生じる業務の労働時間比率

医薬品安定供給に係る労働時間比率の平均値は13.44%であった。

784 

1,556 

859 

476 

226 233 

115 79 62 29 
114 

0-5%未満 5-10%未満 10-15%未満 15-20%未満 20-25％未満 25-30%未満 30-35%未満 35-40%未満 40-45％未満 45-50％未満 50％以上
0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

医薬品供給の課題により生じる業務の労働時間比率

薬
局
数

中央値：9.38％
平均値：13.44％
標準偏差：11.77％

労働比率が100%を超える回答を削除した上で、P1～P99（1-99ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ）の範囲で外れ値を除外し、除外後のN=4,533の平均・標準偏差を算出した。

◼医薬品安定供給に係る労働時間比率のヒストグラム（医薬品供給の課題により生じる業務の総労働時間／薬局従業員数×8時間）
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361 

307 

570 

687 

783 

832 

544 

214 

217 

144 

34 

52 

15 

39 

29 

8 

4 

3 

9 

25 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

わからない

0.1%未満

0.1%～0.5%未満

0.5%～１%未満

１%～２%未満

２%～４%未満

４%～６%未満

６%～８%未満

８%～10%未満

10%～12%未満

12%～14%未満

14%～16%未満

16%～18％未満

18%～20％未満

20%～22％未満

22%～24％未満

24%～26％未満

26%～28％未満

28%～30％未満

30％以上

医薬品供給の課題により生じる欠品率 

(11.2%)

(4.39%)

(4.45%)

(17.1%)

(2.95%)

(0.70%)

(1.07%)

(0.31%)

(0.80%)

(0.60%)

(0.16%)

(0.08%)

(0.06%)

(0.19%)

(0.51%)

欠品率
中央値：１％～２％未満
平均値：3.62％（標準偏差：4.68%）

欠品数（受付回数に基づく試算）
中央値：22.5件/月
平均値：48.7件/月（標準偏差：86.2）

医薬品供給の課題により生じる欠品率の平均は3.62%、受付回数に基づくと平均欠品数は48.7件/月と試算される。また、10%以上の欠品率と回答
されたのが362薬局,7.4%であった。

問. 2025年5月の1か月間（もしくは直近1カ月間）において、医薬品供給の課題により、処方箋に記載されている全医薬品の全量を患者に即時交付できず、後刻または後日
（郵送・再来局・お届け等を含む）交付した件数が、全処方箋受付件数に対して占める割合（＝欠品率）を教えてください。回答者が把握している範囲で、最も近い選択肢を
選んでください。※複数品目が即時交付できなかった（欠品した）場合は1件とカウントしてください。

(N=4,877薬局)

(6.30%)

(11.7%)

(14.1%)

(7.40%)

(16.1%)

中央・平均・標準偏差を算出する際、「わからない」は除外。
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医薬品供給の課題により生じる業務負担 × 立地形態 / 認定

N数

医薬品供給の課題により生じる業務負担（平均）

負担点数(点)
一日あたり総労
働時間(h)

該当業務の労働
時間比率(%)

欠品率(%)

立

地

形

態

病院前（500床以上） 198 19.81 8.29 11.71 3.68

病院前（200床以上500床未満） 416 19.48 6.85 11.02 3.79

病院前（200床未満） 510 19.01 5.87 11.56 3.35

診療所前 1,719 18.78 5.53 12.82 2.28

病院敷地内 105 19.30 9.91 10.26 2.49

診療所敷地内 57 17.81 6.03 13.47 2.41

モール型（医療ビル含む） 407 19.85 7.42 10.97 2.84

面対応 1,418 19.41 6.40 16.81 5.71

在宅医療特化型 47 19.36 8.81 12.90 3.76

認

定

地域連携薬局 1,676 19.34 6.86 11.88 3.18

専門医療機関連携薬局 73 21.00 11.70 11.26 3.63

健康サポート薬局 852 19.29 7.33 11.87 3.21

なし 2,900 19.09 5.97 14.40 3.91

全体 4,877 19.19 6.33 13.44 3.62
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医薬品供給の課題により薬局で起きていること

◼ 受発注・在庫管理◼ 医薬品の流通不安定（先発も同様）

◼ 処方医との連携

• 製品回収に伴う供給量の影響
• 採算が合わず、市場撤収する製品の影響
• 原薬等の供給不足
• 工場の生産問題に伴う製造遅延
• 他社製品の供給量減少の影響
• 他社同一薬効製品の供給量減少の影響

• 日々の欠品連絡、他卸への確認
• 他銘柄の検討、代替品の検討
• 納品待ち医薬品の情報管理
• 卸が限定されている医薬品への対応
• 採用品目増加、廃棄薬の増加
• 夜間・休日、大型連休への対応

◼ 患者対応

• 医薬品供給状況説明
• 他銘柄、先発品、変更説明
• 欠品時お届け、配送対応
• 継続的なフォローアップ
• 交付済み医薬品の回収を行う場合は、患者特定、服
用中止連絡の迅速対応

• 長期収載品の選定療養に係る対応

• 医薬品の流通状況、在庫情報の共有
• 想定される状況についての事前取り決め
• 疑義照会
• 調剤結果等のフィードバック

新たな回収や出荷調整
流通不安定の長期化

• 処方医の制度の理解不足
• 医薬品流通状況への理解不足
• 面処方の際の連携難（不足）

• 患者負担増、制度の理解不足
• 変更への不安感
• 薬局への不信感

処方医との連携においては・・・

患者の中には・・・

薬局における啓発活動や、安定供給のための取引先、医療機関等との情報連携、医薬品管理、供給不安定時における迅速かつ丁寧な対応等、継
続的な薬物治療を提供するために最後の調整役として職能を発揮している。

NPhAの医薬品流通に係る過去調査結果を参照し作成

2025年8月_医薬品安定供給に係る実態調査報告書_薬局機能創造委員会

継続的な薬物治療のために一つひとつ丁寧に対応
医薬品供給の課題により生じる業務の１日当たり総労働時間

患者対応1.55h、医薬品調達1.76h、在庫管理1.67h、薬学的管理1.33h、合計6.33h
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